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原 著

回復期リハビリテーション病棟患者の大腿骨近位部骨折術側股関節痛経過

田中 正一
医療法人ちゅうざん会ちゅうざん病院リハビリテーション科

（2022年 1月 20日受付）

要旨：大腿骨近位部骨折術後の術側股関節痛の経過について調査した．転倒による大腿骨近位部
骨折術後で 5年間に回復期リハビリテーション病棟に入院した患者 280名中 84名を対象とした．
術側股関節痛は術後から 1週ごとに，1日の中で最大の痛みを 0（痛み無し）～10（最悪な痛み）の
11段階の Numerical Rating Scale（NRS）で評価した．全症例の NRS（中央値）は，術後 1週 6，
2週 5，3週 3，4週 1，5週以降は 0と推移した．大腿骨頸部骨折（内固定術 12名，人工骨頭置換
術 39名）や大腿骨転子部骨折（髄内釘固定術 33名）の術式の違いによる NRSに差を認めなかっ
た．大腿骨近位部骨折術側股関節の疼痛経過に注意してリハビリテーションを行うことが重要で
ある．

（日職災医誌，70：140─145，2022）
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はじめに

大腿骨近位部骨折術後の疼痛は入院期間の延長，歩行
開始の遅れ，長期間の身体能力低下と関連１）し，リハビリ
テーションの阻害因子となる．大腿骨近位部骨折の疼痛
は，手術により強固な固定が得られ，骨折部の異常可動
性が消失した場合は，骨折部の痛みは 1週から 2週でな
くなり，骨折部に生じた軟部損傷や手術侵襲による軟部
の痛みも，通常 3週間以内に徐々に軽減するとされる２）が
詳細な経過は明らかではない．また，大腿骨近位部骨折
術後の疼痛は術式と関連するとの報告３），また逆に関連し
ないとの報告４）５），歩行時痛に関しては，歩行開始時は術
式による違いはあるものの，退院時には疼痛の違いはな
かったとの報告６）もあり，術式による疼痛経過も明らかで
はない．そこで，術式の違いも含めて術側股関節痛の経
過を明らかにする目的で調査を行ったので報告する．

方 法

1．対象
回復期リハビリテーション A病棟 5年間（2016年 4
月 1日から 2021年 3月 31日）において，転倒に起因し
た大腿骨近位部骨折術後患者の術側股関節痛を調査した
（後ろ向きコホート研究）．ただし，認知機能低下が疑わ
れた患者や調査に協力を得られなかった患者，入院中に
全身状態悪化で検査・治療のため急性期病院へ転院した

患者は除外した．今回の調査では疼痛評価を行うため，
認知機能は入院時の認知機能検査Mini mental state
examination-Japanese：MMSE-J７）が 18点以上８）の患者
とした．また，術式による疼痛の違いを調べるために，
患者を A群：大腿骨頸部骨折内固定術後患者，B群：大
腿骨頸部骨折人工骨頭置換術後患者，C群：大腿骨転子
部骨折髄内釘固定術後患者と分類した．
2．調査項目
1）基本情報
基本情報は，性別，年齢（歳），受傷（骨折）から手術
までの期間（日），手術から回復期リハビリテーション病
棟入院までの期間（日），術式ごとの紹介病院（I～IV）の
患者数，回復期リハビリテーション病棟入院期間（日），
回復期リハビリテーション病棟入院時および退院時での
術側股関節痛に対する鎮痛剤内服処方の有無，術側股関
節痛に関して手術から鎮痛剤内服中止までの期間（日），
入院時体容量指数（kg/m2）（body mass index：BMI），認
知機能（MMSE-J），バランス能力，歩行能力，日常生活
活動（Activities of daily living：ADL），退院時転帰（自
宅または施設）を調査した．
バランス能力はバランス機能 14項目を，合計 0（バラ
ンス不良）～56点（バランス良好）で評価する Berg Bal-
ance Scale：BBS９）１０）を用いた．歩行能力は歩行を介助量
に基づき 0（歩行不能），1（介助歩行レベル II），2（介助
歩行レベル I），3（監視歩行），4（平地歩行自立），5（歩
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行自立）の 6段階で評価する Functional Ambulation
Category（FAC）１１）を用いた．ADLは入院時および退院
時の Functional Independence Measure（FIM）１２）（総点，
運動項目値，認知項目値），および FIM利得，FIM効率
で評価した１３）．

2）疼痛
練習を含めた 1日の病棟生活の中で，術側股関節の最

大の疼痛を術後 1週間ごとに調査した．疼痛は，痛みの
強さを 0（痛み無し）～10（最悪な痛み）の 11段階として，
口頭で数字を用いて答える Numerical Rating Scale
（NRS）１４）１５）を用いた．また，疼痛調査時には鎮痛剤内服の
必要性について患者と確認し，鎮痛剤終了について検討
した．股関節以外の疼痛部位についても調査した．
3．統計処理
連続変数は，データが正規分布に従う場合は，平均±
標準偏差，正規分布に従わない，あるいは順序変数の場
合は中央値［第 1四分位数，第 3四分位数］で示した．
正規性は Shapiro-Wilk検定で確認した．
対応のない独立した 3群以上の連続変数の比較は，一
元配置分散分析，Welch検定，Kruskal-Wallis検定で行
い，多重比較は Tukey法，Steel-Dwass法を用いた．た
だし，各群のデータ数が 3以上の場合に検定を行った．
名義変数の比較は Fisherの正確検定を用いた．データの
解析には統計ソフト EZR version 1.54１６）を用い，統計の有
意水準は 5％とした．なお，疼痛経過は，対応のある連
続変数を比較する反復測定分散分析か Friedman検定が
妥当と考えられたが，症例により入院日や退院日は異
なっていたため，独立した連続変数を比較する統計を用
いた．

倫理的配慮

本研究はちゅうざん病院の倫理審査委員会の承認を受
けて実施された．収集した個人情報は個人が特定されな
いように配慮した．

結 果

1．基本情報
入院患者は 1,114名であり，大腿骨近位部骨折後の患

者は 280名で，術後患者は 258名であった．MMSE-J
が 18点以上で，調査に協力が得られた患者は 90名で
あったが，入院中に全身状態悪化で検査・治療のため急
性期病院へ 6名が転院したため，最終的な患者は 84名と
なった．対象患者は男性 17名，女性 67名で年齢は中央
値 82歳であった．また術式による患者分類では A群 12
名，B群 39名，C群 33名であった．なお，転倒骨折時は
全員自宅生活者であった．大腿骨近位部骨折術後患者の
基本情報を表 1に示した．
性別，年齢，手術から回復期リハビリテーション病棟
入院までの期間，入院・退院時の術側股関節痛に対する

鎮痛剤の有無，入院時 BMI，入院時MMSE-J，骨折前
FAC，入院時 FIM認知項目，FIM利得，FIM認知項目
効率，退院時転帰には A，B，C群間に有意差を認めな
かった．
骨折から手術までの期間は C群は B群より有意に短
かった．術式ごとの紹介病院（I～IV）の患者数では A
群は病院 Iからの紹介，B群と C群は病院 Iと病院 II
からの紹介が多く，A群と B群，A群と C群に有意差を
認めた．入院期間は C群が A群，B群より有意に長かっ
た．術側股関節痛に関して手術から鎮痛剤内服中止まで
の期間（日）は C群が A群より有意に長かった．入院時
鎮痛剤は 71名が内服し単剤 49名，2剤 19名，3剤 3名
であった．薬剤名はアセトアミノフェン 47名，トラマ
ドール塩酸塩・アセトアミノフェン配合 18名，ロキソプ
ロフェンナトリウム水和物 12名，セレコキシブ 9名，プ
レガバリン 7名，漢方薬（治打撲一方）3名，ワクシニア
ウイルス接種家兎炎症皮膚抽出液含有製剤 2名であっ
た．退院時鎮痛剤は 1名が単剤内服で，アセトアミノフェ
ンであった．入院時・退院時 BBSでは C群は A群，B
群より有意に低値であった．FACでは骨折前は A，B，
C群間に有意差を認めなかったが，入院時・退院時では
C群は A群，B群より有意に低値であった．入院時 FIM
の総点・運動項目では，C群は A群，B群より有意に低
値であった．退院時 FIMの総点・運動項目・認知項目で
は，C群は B群より有意に低値であった．FIM効率の総
点では C群は B群より有意に低値であり，運動項目では
C群は A群，B群より有意に低値であった．
既往歴では精神疾患患者は 4名（B群：うつ病 1名，C
群 3名：うつ病 1名，双極性障害 2名）であった．関節
リウマチ患者は 3名（B群：1名，C群：2名）であった．
脳血管疾患患者は 5名（A群：陳旧性脳梗塞 1名，B群：
陳旧性脳梗塞 2名，C群 2名：陳旧性脳梗塞 1名，陳旧性
脳出血 1名）であったが，全例片麻痺や失調はなかった．
また，過去に大腿骨近位部骨折を認めたのは 9名で，全
員が今回の手術の反対側で術後であった．A群 2名：大
腿骨頸部骨折内固定術後患者 1名，大腿骨頸部骨折人工
骨頭置換術後患者 1名，B群 2名：大腿骨頸部骨折内固
定術後患者 1名，大腿骨頸部骨折人工骨頭置換術後患者
1名，C群 5名：大腿骨頸部骨折人工骨頭置換術後患者 1
名，大腿骨転子部骨折髄内釘固定術後患者 4名であった．
いずれの患者も今回の受傷前には骨折部位の股関節痛は
なかった．
2．疼痛
全症例の大腿骨近位部骨折術側股関節の術後 NRS経

過を図 1（箱ひげ図）に示した．また，全症例と A群，
B群，C群の術後 1週から術後 11週までの大腿骨近位部
骨折術側股関節 NRSの経過を表 2に示した．
全症例の術後 1週から術後 11週間の NRS経過

（Kruskal-Wallis検定，P＜0.01）では，術後 1週の NRS
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表 1　大腿骨近位部骨折術後患者基本情報

調査項目 全症例（n＝84） A群（n＝12） B群（n＝39） C群（n＝33） 3 群比較

性別 男性/女性 17/67 5/7 5/34 7/26 0.108
年齢（歳） 82［77，86.3］ 79.8±8.7 79.7±8.4 84［79，87］ 0.309
転倒・骨折から手術まで（日） 6［3，9］ 3.5［2，10.5］ 8［6，11］ 4［2，7］† ＜0.001
手術から入院まで（日） 14［12，19.3］ 13［11.8，17］ 14［12，20］ 14.3±5.6 0.652
紹介病院 病院 I 39 10 16＊ 13＊ 0.034

病院 II 30 1 18 11
病院 III 14 1 4 9
病院 IV 1 0 1 0

入院期間（日） 70［44，86］ 43.5［35.8，70.3］ 54.7±23.0 85［74，89］＊† ＜0.001
入院時術後股関節痛鎮痛剤内服患者 71（84.5%） 9（75.0%） 32（82.1%） 30（90.9%） 0.351
退院時術後股関節痛鎮痛剤内服患者 1（1.2%） 0（0%） 1（2.6%） 0（0%） 1
術後股関節痛鎮痛剤：術後中止（日） 35［26.3，48.8］ 28.0±8.4 35.2±13.5 40［30，53.5］＊ 0.020
入院時 BMI（kg/m2） 22.6±3.7 21.5±3.7 22.9±3.4 22.6±4.0 0.531
入院時MMSE-J 24［21，27］ 23.5±4.3 24［22，28］ 23.4±3.4 0.401
BBS 入院時 30［18，39］ 33.7±10.7 32.0±11.4 18［9，33］＊† 0.001

退院時 47［41.8，52］ 51.5［47，53］ 50［45，52］ 42［40，47］＊† ＜0.001
FAC 骨折前 5［5，5］ 5［5，5］ 5［5，5］ 5［4，5］ 0.151

入院時 2［1.8，3］ 3［2，3］ 2［2，3］ 2［0，2］＊† ＜0.001
退院時 5［4，5］ 5［5，5］ 5［4，5］ 4［4，4］＊† ＜0.001

FIM（入院時） 総点 76.5［64，84.3］ 80.2±11.2 79.7±13.3 64［56，78］＊† 0.001
運動項目 50.5［41.8，59］ 54.2±8.8 53.5±9.2 43.6±11.5＊† ＜0.001
認知項目 25.3±5.3 26.0±3.8 26.1±5.4 24.1±5.5 0.233

FIM（退院時） 総点 112［101，120］ 111.6±12.3 117［104.5，121］ 105［97，114］† 0.006
運動項目 82［73，87］ 85.5［77，89］ 84［77，87］ 78［70，83］† 0.005
認知項目 30［27，33.3］ 29.9±4.7 32 ［28，34］ 29［25，32］† 0.026

FIM利得 総点 33.7±11.1 31.4±10.3 32.6±9.1 35.8±13.3 0.371
運動項目 29［22.8，34.3］ 27.5±7.8 28［23.5，32.5］ 31.6±12.7 0.454
認知項目 4.5±4.0 3.9±3.2 5.0±4.0 4.2±4.4 0.597

FIM効率 総点 0.56［0.41，0.77］ 0.69±0.32 0.65［0.49，0.86］ 0.47±0.17† 0.001
運動項目 0.49［0.36，0.64］ 0.61±0.25 0.55［0.39，0.74］ 0.41±0.15＊† 0.003
認知項目 0.07［0.03，0.12］ 0.09±0.08 0.08［0.05，0.16］ 0.06±0.07 0.132

退院時転帰 自宅 79 12 38 29 0.221
施設 5 0 1 4

A群：大腿骨頸部骨折内固定術後患者，B群：大腿骨頸部骨折人工骨頭置換術後患者，C群：大腿骨転子部骨折髄内釘固定術後患者．
値：平均±標準偏差，中央値［第 1四分位数，第 3四分位数］．
＊：P＜0.05：A群との比較， †：P＜0.05：B群と C群の群間比較．
BMI：body mass index，MMSE-J：Mini mental state examination-Japanese， BBS：Berg Balance Scale， 
FAC：Functional Ambulation Category，FIM：Functional Independence Measure．

（6.3±2.6，中央値は 6）は次第に術後 5週目まで低下した
が，術後 5週目以降は有意差を認めなかった．術後 1週
と 2週には有意差は認めなかったが，術後 1週と 3週で
は術後 3週以降に有意な低下を認めた．術後 2週と 3週
には有意差を認めなかったが，術後 2週と 4週では術後
4週以降に有意な低下を認めた．術後 3週と 4週には有
意差を認めなかったが，術後 3週と術後 5週では術後 5
週以降に有意な低下を認めた．術後 4週と術後 5週では，
術後 5週以降に有意な低下を認めた．術後 5週からは術
後 6週以降と有意差を認めなかった．3群の術式の違い
による NRSについては，術後 1週は症例が少なかった
ため，有意差を判定しなかったが，術後 2週～術後 11
週は 3群間に有意差を認めなかった．なお，免荷が必要
であった患者は 10名であった．各群における患者数（術
後免荷期間）は A群 1名（28日），B群 2名（13，39
日），C群 7名（29～42日，35.4±4.7日）であった．ただ
し，全例において部分荷重から全荷重を実施しても，

NRSは同じか減少しており，増加は認めなかった．
退院時に術側股関節痛のあった患者は 6名（A群 2
名，B群 3名，C群 1名）で，NRSは 1［1，1.75］であっ
た．その中で退院時も鎮痛剤を継続したのは B群 1名だ
けであった．術側股関節以外の疼痛で退院時も鎮痛剤を
継続した患者は 8名で，B群 4名（両膝痛 2名，術側膝痛
2名），C群 4名（両膝痛 1名，術側膝痛 2名，腰痛 1
名）であった．ただし，膝痛のあった患者は全員既往に
変形性膝関節症を認め，腰痛のあった患者は既往に腰椎
圧迫骨折を認めた．なお，鎮痛剤が必要なかった軽度の
疼痛は B群 4名（両膝関節 2名，術側膝関節 1名，術側
大腿外側・両膝関節 1名），C群 5名（術側膝関節 2名，
術側大腿外側 1名，腰部 2名）に認めた．

考 察

大腿骨近位部骨折の疼痛は，手術で強固な固定が得ら
れた場合は，骨折部の痛みは 1週から 2週でなくなり，
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図 1　大腿骨近位部骨折術側股関節の術後NRS経過
NRS：Numerical Rating Scale．
A群：大腿骨頸部骨折内固定術後患者，B群：大腿骨頸部骨折人工骨頭置換術後患者，
C群：大腿骨転子部骨折髄内釘固定術後患者．

表2　術後1～11週の大腿骨近位部骨折術側股関節NRS経過

術後
（週）

全症例
（n＝84）

A群
（n＝12）

B群
（n＝39）

C群
（n＝33）

3 群
比較

1 6.3±2.6 a 7，8 3，4 6.7±2.8
2 5［2，5.75］ a b 1［0，4.8］ 5［2，7］ 5［3，5］ 0.204
3 3［0，5］ b c 1［0，5］ 2［0，5］ 3［0，5］ 0.720
4 1［0，4］ c 1［0，3.5］ 0［0，4］ 2［0，5］ 0.341
5 0［0，2］ d 0［0，1］ 0［0，0.3］ 0［0，2］ 0.441
6 0［0，1］ d 0［0，1.3］ 0［0，0］ 0［0，2］ 0.243
7 0［0，0］ d 0［0，0］ 0［0，0］ 0［0，0］ 0.622
8 0［0，0］ d 0［0，0.5］ 0［0，0］ 0［0，0］ 0.073
9 0［0，0］ d 0［0，0］ 0［0，0］ 0［0，0］ 0.240
10 0［0，0］ d 0［0，0］ 0［0，0］ 0［0，0］ 0.169
11 0［0，0］ d 0［0，0］ 0［0，0］ 0［0，0］ 0.262

NRS：Numerical Rating Scale.
A 群：大腿骨頸部骨折内固定術後患者，B群：大腿骨頸部骨折人工
骨頭置換術後患者，C群：大腿骨転子部骨折髄内釘固定術後患者．
値：平均±標準偏差，中央値［第 1四分位数，第 3四分位数］．
術後 1週目の B群，C群の人数はともに 2名のため，値を記載．
全症例，A群，B群，C群の週毎の人数は図 1に記載．
全症例NRSの比較：異符号間に有意差あり（P＜0.05）． 

骨折部に生じた軟部損傷や手術侵襲による軟部の痛み
も，通常 3週間以内に徐々に軽減するとされる２）．術直後
数日間の疼痛経過の報告３）４）はあるものの，術後毎週の疼

痛経過については明らかでなかった．今回の調査では，
術後 2週から徐々に疼痛が軽減し，術後 3週には NRS
中央値が 3と軽度となり，術後 5週以降には NRS中央
値が 0となっていたことが明らかになった．また，術式
の違いによる NRSは有意差がなかったことも明らかに
なった．退院時に術側股関節痛を認めた患者は 6名で，
NRSは 1［1，1.75］の軽度な痛みであり４），強い慢性疼痛
を訴えた患者はいなかった．しかし，Gotoらは術後急性
期に中等度以上の疼痛（術後 2週目）があり，中等度以
上の疼痛と破局的思考が亜急性期（術後 4週目）に生じ
れば，術後慢性疼痛が回復期（術後 8週目）に生じやす
いため，急性期からの心理的サポートは，持続する慢性
疼痛を予防するために必要であると報告した１７）．そのた
め，術後 2週で中等度以上の疼痛を訴える患者は毎週疼
痛チエックを行い，疼痛を適切に制御することで機能回
復を促進し１），疼痛が減少しない場合には積極的な鎮痛や
心理的サポートの導入が必要であると考えた．また，術
側股関節痛は有意に低下したので，鎮痛剤の処方期間に
も注意する必要がある．手術後からの鎮痛剤内服中止ま
での期間は 35［26.3，48.8］日であったので，術側股関節
痛があった場合は，術後 4～7週間で中止できる可能性も
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あり，漫然と鎮痛剤投薬を続けないように配慮すること
が重要である．

C群は A群， B群よりも入院期間が有意に長かった．
また入院時・退院時 BBS，入院時・退院時 FAC，入院時
FIM（総点・運動項目），FIM運動項目効率で C群は A，
B群より有意に低値であり，退院時 FIMは，C群は B
群より有意に低値であった．このことは，C群の骨折型・
手術法による中殿筋の機能不全が A，B群より機能回復
に期間を要し，回復が劣っていた可能性５）があると考え
た．また，疼痛に関しては，股関節包外骨折は関節包内
骨折より骨膜の損傷がより大きいため，股関節痛が重度
と報告１８）されているが，今回の調査で術式の違いによる
NRSに有意差を認めなかった．しかしながら，C群は A
群より鎮痛剤を内服している期間が長かった．心理的な
問題（心配や不安）１９）のために C群では術後鎮痛剤内服期
間が長かった可能性もあると考えた．
疼痛は術後の股関節に限らず，術側または両側の膝痛
と術側大腿外側痛を認めた．膝関節痛に関与する因子と
しては関連痛２０），変形性膝関節症，手術時の膝関節腫脹，
結晶誘発性膝関節炎２１）が報告されているので，リハビリ
テーション実施は術側股関節だけでなく他の部位の疼
痛２）６）も注意する必要があると考えた．

ま と め

大腿骨近位部骨折術後の術側股関節痛の経過および術
式の違いによる術側股関節痛について NRSを用いて回
復期リハビリテーション病棟入院患者 84名で調査した．
NRS（中央値）は，術後 1週 6，2週 5，3週 3，4週 1，
5週以降は 0と推移し，術側股関節痛は多くの症例で改
善した．大腿骨頸部骨折（内固定術，人工骨頭置換術）や
大腿骨転子部骨折（髄内釘固定術）の術式の違いによる
NRSに差を認めなかった．術側股関節痛は多くの症例で
改善したが，鎮痛剤の投与期間や膝関節痛など股関節以
外の疼痛や慢性疼痛の出現に注意してリハビリテーショ
ンを行うことが重要である．
［COI開示］本論文に関して開示すべき COI状態はない
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The Course of Postoperative Hip Pain after Hip Fracture with Inpatients in a
Convalescent Rehabilitation Ward

Shoichi Tanaka
Department of Rehabilitation Medicine, Chuzan Hospital

This study was designed to clarify the course of postoperative hip pain after hip fracture. The subjects
were 84 out of 280 inpatients who were admitted to a convalescent rehabilitation ward for 5 years after hip
fracture surgery due to falls.

The maximum hip pain on the operated side in a day was assessed weekly after surgery using the 11-step
Numerical Rating Scale (NRS) ranging from 0 (no pain) to 10 (worst pain). The NRS (median) was 6 at 1st week,
5 at 2nd week, 3 at 3rd week, 1 at 4th week, and 0 after 5th week after the operation. In addition, there were no
differences in NRS, comparing the surgical procedures between internal fixation of femoral neck fractures in 12
inpatients, hemiarthroplasty of femoral neck fractures in 39 inpatients, and intramedullary nail fixation of in-
tertrochanteric femoral fractures in 33 inpatients. Therefore, it should be important to perform rehabilitation
with paying attention to the postoperative hip pain course after hip fracture.

(JJOMT, 70: 140―145, 2022)

―Key words―
hip fracture, postoperative hip pain, convalescent rehabilitation ward

ⒸJapanese society of occupational medicine and traumatology http://www.jsomt.jp



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF005B0027007700650062752800270020306B57FA3065304F005D00203053306E8A2D5B9A306F300130D530A930F330C8306E57CB30818FBC307F3092884C308F305A3001753B50CF89E350CF5EA6308267004F4E9650306B62913048305F00200050004400460020658766F830924F5C62103059308B3068304D306B4F7F75283057307E305930023053306E8A2D5B9A30674F5C62103057305F00200050004400460020658766F8306F0020004100630072006F0062006100740020304A30883073002000520065006100640065007200200035002E003000204EE5964D30678868793A3067304D307E30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


